
鹿島市民図書館だより　「みんと」　１43号

 
 

★ 特別整理期間のため休館します  

★ 「男性用授乳室って？」 

★ 読書週間イベントのお知らせ 

★ ふるさと納税で本を購入しました 

★ 理科教室を開催しました 

★ 新着本の紹介 

★ 「本をゆずる市」の本募集 

★ 10・11月の開館カレンダー 

★ 図書館日記 
 

 

  ♪おはなし会  好評開催中♪ 

    あんころもち（0歳）火曜14時～ 

    きびだんご（0～3歳）第1・3水曜14時半～ 

    おはなし会（3歳以上）土曜14時～ 

開館時間 

火～金曜日 

9：30～19：00 
土･日曜日、祝日 

9：30～17：00 

 

 

 

ぬりつぶし：お休みです 

  
 発行 かしま市民立楽修大学  

      鹿島市民図書館  
〒849-1312 

佐賀県鹿島市大字納富分2700-1 

    Tel  (0954) 63‐4343 

    Fax  (0954) 63‐2217 

ホームページ 

http://www.library.city. 

kashima.saga.jp 
    ＜QRコード＞ 

Eメール 

kashimal@theia.ocn.ne.jp 

・３日（文化の日）、４日（振替休日）は開館します。 ・１～4日は特別整理期間のため休館します。 

・１４日（体育の日）は開館します。 

 授乳室は赤ちゃんにおっぱいを飲ませるお母さんのためのスペースだと、ごく自然に私はこれまで思っ

ていました。ところが、今年、大分県の豊後高田市にオープンした新図書館には「男性用授乳室」がつく

られたとか。いったいどんなことか、調べてみました。 

 題して「イクメン室」。おむつを替えるための台や手洗い場、ミルクを飲ませるためのスペースがこじ

んまりとまとめられているようです。なるほど、授乳中の女性と男性は同席しづらいし、昨今は男性の育

児参加も盛んで図書館にも子連れのお父さんをしばしば見かけるし…時代の先端をいく施設なのかもしれ

ません。 

 遅ればせながら、当館にも半年ほど前に授乳コーナーができました。もともとエイブル2Fには「幼児

室」があり、1Fの保健センター内にも授乳スペースを設けてはありました。ただ、図書館をいったん出

ねばならず、距離もあって、皆様にはご不自由をおかけしていたのです。館内の児童用トイレの横にお話

の部屋スペースがあるのですが、その一角をうす桃色のカーテンで仕切ったささやかなコーナーが誕生し

ました。市からお預かりしているお金をやりくりし、担当課の方と相談をして作ることができたのです。

「子どものぶら下がるかもしれんけん、頑丈にせんばね。」と言いながら、地元の業者さんは天井から何

本もの補強材でカーテンレールを支え、授乳コーナーを完成して下さいました。今、お母さん方に時々利

用されているようです。 

 「イクメン」だけでなく「イクジイ(孫を育てる祖父)」なんていう言葉も行き交う昨今、時代の変化の

中で、授乳室以外の図書館関係の情報も多種多様です。隣の武雄市図書館や、「はだしのゲン」問題、電

子書籍…等々。そうした情報の収集を怠らず、でも流されず、地域に役立つ、地域に信頼される図書館

サービスをめざして、職員一同、誠実に仕事をしていきたいと思っています。 

                               図書館長 野﨑 千代美 
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１１月１０月

 年に一度の特別整理の季節がやってきました。特別整理期間中は蔵書の総点検や施設の整備な

どを行います。鹿島市民図書館の蔵書冊数は約18万冊。すべての資料を手作業で1冊1冊読み込

んで確認していきます。大変ですが、市民のみなさまがお求めの資料を迅速かつ正確に提供する

ためには欠かすことができないとても大事な作業なのです。 

 長期の休館でご迷惑をお掛けしますが、どうぞよろしくお願いいたします。< K > 

  9月30日（月） 

    

10月  4日（金） 

～
 

 よりよいサービスを行なうために、蔵書の総点検・シス

テムのチェック・館内の環境整備など、年に一度の総メン

テナンスを行います。利用者のみなさんにはご迷惑をおか

けしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

図書館で不要になった本やご自宅で読まなくなった本を必要

な方に橋渡しする“本をゆずる市”（11月2～4･6日）を

開催します。ご自宅で読まなくなった本を出して、読みたい

方へ本を譲ってみませんか？ 

募集期間 

10月17日（木） 

    
10月30日（水） 

受付時間 
【平日】 9：30～18：00 

【土･日】9：30～16：00 

～
 

「本をゆずる市」

の詳しい内容は、

来月号でご紹介し

ます。お楽しみ

に！ 

 

本の返却 

・本のポスト（エイブル正面玄関右手）へお願いします。 

・ブックポストにＣＤ・ＤＶＤ・雑誌・大型絵本を入れな

いでください（壊れることがあります） 

インターネット予約 

・予約確保のご連絡は10/5（土）以降となります。 

条件 

汚れ・臭い・書き込みなどがなく、他の方が気持ちよく読める本 

対象 

市内にお住まいで図書館まで持参できる方（郵送や宅配は不可） 

お願い 

・雑誌・通販カタログ・CD・ビデオ・DVD・カセットなどは受け

付けません。 

・お持ちいただいても、本の内容や状態によっては受け付けできな

い場合があります。 

・ご寄贈いただいた本の返却については対応できません。 

◆ご不明な点は図書館まで ☎0954（63）4343◆ 
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鹿島市民図書館だより　「みんと」　１4３号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿島市民図書館だより　「みんと」　１４３号

その他『ハロルド・フロイの思いもよらない巡礼の旅』（小説）、『作りおきサラダ』（料理）、『先生のための入門書:著作権教育の第一歩』（教育）、『言いまわし自由自在！韓国語活用便利帳』（語学）など、いろんなジャンルの本が入りました。 

 市民図書館では、平成25年度にふるさと納税でいただい

た寄附金をもとに、大活字本・英語の絵本・地域資料（古

書）などを２４点を購入しました。寄附してくださった方

の「ふるさとへの思い」を、長く読み継がれる本という形

で大切にしていきたいと思います。 

『剣術修行の旅日記 

 佐賀藩・葉隠武士の「諸国廻歴日録」を読む』 
永井義男：著 

朝日新聞出版：出 

二刀流の腕を磨く旅の中

で日本各地の人と親しく

交わり、はつらつと青春

を謳歌した牟田文之助の

日記。坂本竜馬もいた千

葉周作の道場など、幕末

の剣術事情も必見。 

『顔をなくした数学者 数学つれづれ』 

小林昭七：著 

岩波書店：出 

数学の美しさとは？数学

者とは？幾何学の研究で

世界的な業績をあげ、昨

年80才で亡くなった小

林さん初の、そして未完

のエッセイ集です。 

『さいとう市立さいとう高校野球部』 
あさのあつこ：著 

講談社：出 

小学生の頃からエースで

活躍していた勇作は、高

校に入ると気ままな帰宅

部で温泉めぐりを楽しむ

はずだったが・・・。さ

わやか野球小説です。 

『脳と機械をつないでみたら』 
櫻井芳雄：著 

岩波書店：出 

脳の神経で機械を動そう

とするIBM研究。介護の

現場や動きにくい体を助

けるものとして期待され

ています。IBMを通して

見えてくる脳のナゾや最

新の成果について、研究

者が分かりやすく紹介。 

『キャップサイズの花花こもの』 
こいずみきょうこ：著 

誠文堂新光社：出 

ペットボトルは飲んだら

捨てるだけ？キャップを

ミニチュアの鉢にして造

花を寄せ植えしたり、活

け花にしてみたり…。か

わいい”花花こもの”、

ぜひおためしを。 

ふるさと納税で本を２４点購入しました 

理科教室「有明の海を知ろう」を開催しました（８月８日） 

<<ふるさと納税とは？>> 

任意の地方自治体に寄附することができるとともに、寄附

額のほぼ全額の税額が控除される制度です。鹿島市では寄

附金を「ふるさと納税基金」として積み立て、図書館の本

の購入のほかに文化財の保護、公園や海の森の整備、少子

高齢化対策などに役立てています。 

『鼠 鈴木商店焼き討ち事件』 

 城山三郎：著 

 埼玉福祉会：出 

 

大活字本（だいかつじぼん） 

高齢者や小さな文字の読みづらい方に。 

子ども向けの英語の絵本 

『How Do You Do?  

        ～はじめまして～』 

 新沢としひこ：作 

 鈴木出版：出 

英語の言葉のひびきに親しんでほしい…  戦後まもなく、全国の図書館や出版社などが協力し

てはじまった「読書週間」は、本を読む楽しさやよろ

こびを思い切り味わう、年に１度の読書の祭典です。

今年のテーマは「本と旅する 本を旅する」。旅行、心

の旅、思索の旅、そして人生の旅・・・。あなたの

「旅」のお供の１冊はどんな本でしょうか。市民図書

館ではみなさんのおススメの１冊を募集します。ぜひ

ご参加ください！ 

■「おすすめ本の葉っぱ」に、感動した本、おもしろ

かった本などの紹介を書き、受け付け箱に入れてくだ

さい。 

「気」になる「本」の木が育つ期間 

 10/ 22（火）～11/15（金） 

 場所：図書館の入り口あたり（予定） 

ポップの掲示 

10/26（土）～11/29（金） 

場所：図書館の入口あたり（予定） 

募集期間 

9/18（水）～10/20日（日） 

■手描きのイラストを入れたりコラージュにしてみたり。

自由なかたちで本を紹介してください！ 

■A５サイズ（約15×21ｃｍ）の紙で、タテ・ヨコ自

由。 

■ペンネームを書き、受け付け箱に入れてください。 

数学 科学 地域資料 手芸 小説 

干潟展望館の中村先生と佐賀大学の藤井先生に、有明海の生き物の

ことやクラゲのことなどを楽しく教えてもらいました。当日は５１

人の小学生が参加してくれました！ 

有明海はわたしたちの宝の海。 

有明海のことやそこで暮らす生き物のこ

とをもっとを知りたいときは、図鑑や本

で調べてみてね！ 

ムツゴロウ、シオマネキ、ワラスボ、

ヤベガワモチ、カブトクラゲ・・・。ミ

ニミニ水族館も大人気だったよ！ 
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募集期間 

10/22（火）～11/9日（土） 

なにが見える 

かな…？？ 
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